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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　太田母斑にともなう眼球メラノーシスに対し臨床

的，病理組織学的検索を行い，臨床病態，組織形態，

発生病理について検討した．

　対象および方法

　臨床的検索の対象は眼球メラノーシスを合併する太

田母斑患者50例（男性12名，女性38名，年齢3～31歳）

であった．病理組織学的検索の対象は，強膜半層剥切

術治療を行った31名（男性3名，女性28名，年齢11～31

歳）であった．発症年齢，自然経過，遺伝形式，眼科

的検索（視力および屈折検査，生体顕微鏡検査，眼圧

検査，眼底検査），強膜メラノーシスの光学顕微鏡的，

電子顕微鏡的病理学検索を行い検討した．

　結果

　本邦においては，眼球メラノーシスは太田母斑に高

率に合併し，出生時より認められ，臨床病型別には谷

野のIII型に最も高頻度に認められた．また臨床病害が

高度化するに従い合併頻度が高くなる傾向を認めた．

家族内発生は濃厚ではなく，眼球メラノーシス遺伝関

係は低かった．色素斑の部位別発生頻度は強膜，虹彩，

脈絡膜，視神経周囲，結膜，水晶体，角膜の順で高率

であった．強膜メラノーシスにおける病理組織学的検

索において，メラノサイトの組織学的分布パターンは

浅在型および浅在優位型の2型で，その主体は強膜浅

層であった．またメラノサイトの血管周囲性配列を認

めた．その細胞形態は細胞突起の著＝明なものは少なく

類円形～類楕円形を呈するものが代表的で，細胞内に

多数の成熟した第IV期メラニン穎粒を充満させ，細胞

質は狭く，細胞内小器官の発達は比較的乏しく，メラ

ニン穎粒の産生，崩壊，排出像は認められず，pigment

blockade　melanocyteの形態を示した．

　考察

　強膜メラノサイトは胎生期のある時期にメラニン形

成能が高まり，その後出生時にはすでにチロジナーゼ

活性を失いメラニン穎粒の産生が抑制され，既成の成

熟メラニン穎粒を保持しているものであって，細胞活

性が消失しているか，きわめて低い状態にあり，メラ

ニン穎粒はほとんど代謝されずにいると考えられた．

これらの所見は太田母斑，蒙古斑などが臨床症状を

種々の要因で変化させるのに対し，強膜メラノーシス

が生涯を通じて臨床症状がほとんど変化しないことに

関係していると推測された．強膜メラノサイトは組織

学的には脈絡膜メラノサイトにきわめて類似してお

り，強膜メラノサイトは，胎生期での脈絡膜へのメラ

ノサイトの分化，移動の途中で抑制が働き，異所性に

出現したものと推測された．またメラノサイトの血管

周囲性配列が認められ，メラノーシスの前毛様血管強

膜穿通点の中心性出現，血管腫との合併など，その発

生に血管系の関与が推測された．
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論　文　審　査　の　要　旨

　太田母斑の皮膚病変に対しては多くの報告があるが，合併頻度の高い眼球メラノーシスに関する病理組織学

的研究は極めて少なく，太田母斑と眼球メラノーシスとの関係についてもなお不明の点がある．

　本論文は，太田母斑に伴う眼球メラノーシスを対象に臨床的検索を行い，併せて著＝者が考案した眼球メラ

ノーシスに対する治療（強膜半層剥切術）で切除した強膜組織を用い，光学的・電子顕微鏡的観察を行ったも

のである．

　臨床的には皮膚病変と眼病変の発症時期は必ずしも一致せず，皮膚病変が種々の要因で変化するのに対し

て，眼球メラノーシスは出生時から存在し，変化しないとの特徴を把え，この相違を病理組織学的に強膜メラ

ノサイトの分布パターンや配列，形態の面から明らかにし検討を加えたもので，学術的にも臨床的にも価値あ

る論文である．
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